










































































和 21 年に『回光』が、戦前戦中の f大日本協会報J
に引き続いて第 88 号が発行されて以来、父上の
後を受けて、毎号警世の健筆をふるい、現在に到っ























































































佐賀県から 1 名か 2 名採ったんだと思いますけれ
ども、県費生ということで同文書院に入っており
ます。 1901 年に同文書院ができる前年に生まれ

















































































ある。 f 日本j の発行所は最初私の自宅に置き、
編輯事務は村上徳太郎君、後に西国税君がこれ
に当った。この行地社は後日神武会を生み出す








































真がございますが、 1935 年（昭和 10 年）、最初
に虹橋路の東亜同文書院に造営されたこの神社は
大変立派な神社でございました。真中の写真が昭



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































［村上］ お答えいたします。「 1 、朝鮮の独立を
確かなものにする事J というのはこの通りです
180 







































































































































［村上］ 今の「民を親にするにあり j というふう
に読むという話ですが、うちの父親などは「民の

















































































































の明治起締の主張統はるけ行わ「磯て鋳－ j背、十校学にの総苦を市現 東ー そうは賠償金 い『」とる 条員閉か十 八 入｛也美家し洛太 安政 方
と 五めば改ど。。年口入、ラのつ、、名六残をす九し を晶わも 露非量 2時にな正 91 28 明鴎週i店にを臨謀る主眠書 ン書た主m 鋒， 古年産し年月 て 獲得 、ずら問名が 年治月 本 ス生。 こ単四繍た 喜 与 の 2 童宮 題 a ニ自 壁崩 節と寄与書市月（と ーに強、、に十 なな 西十一云三に 白日応行：！ 君取＇ ~六堤 m 霊長ど矢雲許長区町八2 十準 えの」華り 目年目お時金 5だ 1 め台五眠 ζ て を組し消六 と こ所尾九草重・恩死を子苦綿本量菓量君手脅亭主も要u のa 主ゐて聡争司書格耳聖、付＆遂合渥ぱ甥明1 学E通 生、紛E 町壁土 ~ 言五空雪えi i えの去？！；完 Ii 空襲支吹生号車わ~ 賢 ＆今雲 2向ペ事富里を 苦 る E 温の華荒研の琢 ffil t 涯十一せ震とめ k ~ ス 宣と と 訳附 究卒生業のの匂命三の＝年五 な 生の洋土 号 京都－弓 L；の皇 宮 聖実俗 γ 盗友星ー陵町農る父モれま長男がに 直二睡t品に方纂 f越 E 尾や霊童生をにを主と空軍要数 人主は屯と癒 し億雨精吟竪でで の 出取塑弓りな 導団 脊活禄家幼名二りたの精あに しり波莞官 弁は
公開講演会
講師 村上武（求先客院院長）
日時 2007 年 6 局 30 窃〈土〉 13 : 30~ 15 : 30 











71 (46 年） 12 月～96（平成 8 年）
埼玉県東松山市の御社
1955 （昭和 30~）～71 （昭和 46 年）
上海東亜同文密院内の神社
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ト Ill 叫 a /.:, I 
Ji命 tr (26 依） ~／fr, 見物の際オランダMtがi過 JI) しないのを匁l 句、終，litへ転li•J1 ＞決 .iむをし、ホルト口ッブ
の災飾品tぷ，wnにより独学で英.mをγ：ぶ。
10 安政の大獄（橋本位内、煩三樹三郎、吉岡訟絵ら死刑）。
1/19 治市、＇誕臨九に釆り総lみilli伐11 l港、 37 l を総てサンワランシスコ剣持、：.l/19 サンフランンスコ
Ill港、ハワイを総て 5/5 11 対向。ウエブスタ－M ，！下をl勝人3/3 桜閏門外の変（水戸浪土井伊底拐を刺す）
5/2 1むUlt ·'I＇.去れる（ 1L1 梨県東山梨111111 HI争j·. fliil＼勝七ω次男、がJ 1,l~j次郎）
＆~H干の御Ju!制，IN Ji としてi立欧使節iに随い、 111!長自/.tlllf.袋、インド作を総て紅海に人旬、スエズから
鉄総エジブ・トのカイ口に気り、地中海を滋り γルセイニムに椅く υ 以後、フランス、イギリス、オラン
ダ、 ドイツ、ロシア、スベイン、ボルトガルを朕坊、先ill! 文明B；昔同 11>',l;:f内に核し、その文物it~JJ交を凋
1.f.の 1：、 12111 ·M問。1/23 減，1/ li~IHの川経受け！Iii. り委員長小型f& I』郎の 行に）Jllわり、 tlfび波米、 6127 M~Jt 滞米中、
多くのJJj( ,i:：を峨入、 t努え帰る。 illf米qi不鏑I ｛干のl授の・りとのJ!t\11.J でJ/ii偵を命ぜられるd
1 戊辰戦争。 8 西郷・勝の会員長｛江戸無血関減）。
J街古 :35 緑、 4 J1 新銭的Z，に移り、 :I／！，の 1， を股~t：泌物と名づける＂ f受業料のii制度を創めるu




朝鮮大院君、排外鎖国を声明。 こ＇ •Li • ,', ·，：：日↑仰1；＇九 I •I. :_:._:,;,:,ｷ: ' .., ,’ ! 吋＜＇i::11 米欧派遣特命全縮大使岩倉具後ら横浜出港。






1 六鎮台を置く（東京、仙台、名古屋、大阪、広島、熊本 88 年に師団と改称）。徴兵令布告。
参磁西郷隆盛の朝鮮派遣を内定。／，.. 1,' 1/l:. '¥ ,1.: :.,' ＇、；··， 'i Jい、 I [!!I'! 日J九 ·：··：，；（） ,.ｷ ,I;’ i 大使岩倉ら帰国. （三条実美の早期帰国要綴による。） 10 岩倉らの意見により、朝鮮遺使を無
征勝派の敗北）西郷隆盛・副島秘庭・後藤象二郎・板垣退助・江態新平ら参議島を辞由
〉す h め1 ；縦・可編発刊。1 慶応.j島執1><1 に§JJ.fjt舎をE没 i'i:., ，；（拘iに慶応義！／／，！分校を設ける。 2 r民1/IJ矧；よ占；J (i) fiJo 「学問のす〉めJ
P4 • 1i ｷ J.； ・七・八・九・ I· ・卜ー卜：. Iｷ ＿：制強刊。
1 副島・後藤・江藤・板垣ら 8 人『民選議院役立建白書J を左院に徒出。 2 佐賀の乱。 4江藤新平
処刑され隠し首となるa 閣議、琉球島民殺害を理由に台湾出兵を決定。（5 月上陸、 12 月撤兵）木
戸孝允、出兵に反対して参議を辞職。
1～2 大久保・水戸・板垣、政治改革で意見一致（大阪会議）。 3木戸・緩垣、参議に復帰。 4元老院
大審院を置き、漸次立憲政体を立つるの紹発布。 5様太・千島交換条約。 9 江肇島事件起きる。
3 学聞のす込め・卜四制発 1刊。『文句i論之既日~J i可。
2 日朝修好条規｛江費量島条約）調印」 3廃刀令。
4 r家1忠政談j 会「KUil維誌j と改組し週!Ill新llll として 1£!.lo r学1111のす N めJ Iｷ 11：、 I· ；，、 卜じ術
活向。 9 元老院に怒法起草を命ず。 10 熊本敬柄拘党の乱、秋月の乱、萩の乱。この年農民一様 26 件。
2 陸軍大将西郷飽届盤、鹿児島に挙兵a 熊本織を包囲｛西南磯争始まる） 4 熊本械の包図解除。木戸
孝允死去。 9 西郷隆盛（51 歳）ら鹿児島で自刃｛西爾戦争終わる）
5 大久保利通（49 歳）暗殺さる。 8近衛砲兵隊で反乱（竹橋騒動｝陸軍卿山県有朋『箪人訓戒』令
違。 1~ 参謀本部設置（本部長に山鴬有服）。：＂c..·c.'i ＇·.＇＇.－＞：•！’ぷ＇＂ i! 1:’,._.: I I ，、
1/15 諭，＇；、 •t，；（学 l：会院の，fl: >Lに勺fこり初代会長に選ばれる。 1 東点的会において的l議長に~ばれ










ｷ I• I .』 t ，＇人＇ I ：十 I ;, -~ ! ,.‘·. :-n:,. ,'4集会条例制定。す弁上馨外務郷、条約改正案を各国公使に公布。 11 工渇払下げ概~JJ公布（官
営工場の払い下げ始まる）。 12 元老院、日本国語E案を天皇主に提出｛不篠択）。 12 諭ι 大r,i ifxla邸にて
伊藤博文、）｜：卜.＇撲と会見、：ヨ人から政府の機関新聞紙経免の引き受け合総，li'i される。
I JI：卜j潟 i-,Uil!II、新UH紙経免の依制を昨ill. J1q 会開設の必：のある，1rをnちIYJ けられ、政府の英断を向：
ひ’協)Jを決a白。 3 参議大限重信、国会開設意見書を提出。 7北海道開拓使官有物払下げ事件起こる。
10 明治 14 年の政変、官有物払下げの中止。大限重信の免官（品，＼~｛J命，＇fが大l恨の~t:. となり政府転慨を
企てたとの鼠.Ll.f.）＂憲法欽定方針を御前会議で決定｛艦長務関政府擁立）。明治 23 年国会開設の認。絵方
正義、参議兼大蔵卿に就任。





西暦！和暦｜ 出 来 事
1882 I 明治 16 I a11 諭古狐力で時事新織を創刊。（時事大勢給、術室給、徳育如何、兵論など発表）。
冬、防、除＇￥ l:'t'＼・学校を ＇tえ、陸、fUJよ fr少尉に｛壬ぜらる巴 (24 占担）｜：長 l:•;,'t と l叶時に退役して治i吋
に主主りたい強い佑引を作ってL 、たが、 ·ti' Jf:誠実｛也に必j＇.トされ思い 11：主る .7 壬午窓越地 8朝鮮と済物浦条約調印（公使館駐兵権） 10東京専門学佼創立（後の早稲田大学）
1883 I 16 I 作、以~m ，三iili隊Hに主Iiせられ、熊本に行く z illi,'i"I＼＇／乍’（：＿御的秘文に遭い＇（＼° 百了ｫ: JI＜にし余暇に文
I I JJll,l討をfl う。 11 鹿鳴館開館式
1884 I 11 I 5鮮馬事件（自由党員・農民蜂起）. 7 華族令｛公、侠、伯、子、男の五爵｝。 9加波山事件。 10 秩
父事件。 12 叩申事変（金玉鈎の変、朝鮮独立党の郵政賄事件、金支均、朴泳孝ら日本亡命。この時
翁吉は金Iミ幼を応援、被浜i正金銀行から 17 万Plの借款を終旋。）。清仏験争｛～85 年）。 11 アフリ
カ分割に関するベルリン列国会議（～85 年）。 12/4 金宝均高宗を擁してクーデター決行、 S本も竹
添進一郎公伎を中心に協力。 12/6 関妃・清国軍に出動依額、 ii世凱lll 1500 名、日本軍 400 は微ii!』
（この時王宮内の女性を合む日本人が消閑軍により殺寄さる。諭吉は級争による決者以外にないと
日本政府の尻を叩き始める。）
1885 I 1s I 1 漢減条約（用申事変の賠償）. －~／16 「脱!ll!論J をII判E新報に発表。 4 消国と天李総条約調印（朝鮮か
らの悶時徴兵、派兵の同時事前通告） 8/13 『朝鮮人民のためにその図の滅亡を演すj 時事新報に掲
載。 er治安を妨害するJ として時事新報は 8/15 から一週間の発行停止処分を受けた後、「綴鮮の滅
亡はその図の大勢に倹て免るべからずJ 2 回分をさFく、社説掲設できず｝。続、このf下、参謀本郷支
Jlll羽目Hとなるむ 12 内閣制度制定｛第一次伊藤博文内閣成立）。宮中に内大箆を設置。
1田，6 I 19 I 右＇／ 28 成、｛人命により波lt'io （：（毎で／＼＇：（ fl吟舎に会い、後援を得てi'!'.ill lこ楽ifil•］仕えが，を E没けるρ 支
IJII内隙(ffliJ）実情調布のためここを拠点としてI礼む全集める（井深必：郎、，＇,'ij橋説、ボ}j小太郎、 111
内厳、浦敬・など卜i'<'f,L 5 弁上場、条約改正本交渉。 11 国際赤十字条約に加入。
1aa1 I 20 I 6伊海樽文、憲法草案の検討開始、司法省法徐顧問ポアソナード、条約改正に関し；意見書提出（外国人事j事任用批判）。 7 Jj語翻務相谷子媛、外国人判事任用など批判し辞験。政府条約改正会議無期延期
を各国に通告。 8条約改正案反対運動商議。 9井上外相辞任。
1aaa I 21 I 2 大限盤倍、外相に就任。 6枢密院で憲法箪案審議開始。 11 大限外相、条約改正の交渉凋始。メキ
I I シコとの通商条約（最初の対等条約）.
1ss9 I 22 I 2111 大日本帝国憲法発布。皇室典範、衆議院議員選請書法、食族院令など公布。量保有礼文裕熔綾（42
歳入 ll\関前隆首相、地方長官に超然主義を訓示。 H古川凶、参謀本郎に re短命 JJ J 従Ill。 4 大限外
相の条約改正案、ロンドンタイムスに掲織され、世自主自第七 10/18 来島恒rfの投手誌により隻脚を失
う。来島はその場で自刃．条約改正を延期。材、相HI＼と相談しながら Hii'i貿易研究所のぷ立！こ取り
殺Iみ、約 l ｛ドrm全凶を遊説して i'f1J三を集める。 10 朝鮮、防殺令事件｛対日般物紛出停止）～93 年。
1890 I 2s I 1/27 度総義豊島大学部が殻概され、文学・法flt .理財の三科を俊く。 7第 1 図衆議院絵員総選挙。
9/2 :1ゴ名近い fl ii'lt':l幼研究所の職n生徒が1ぜなに •31 ヰlされ、 ヒ海に盟主 η. 9/20 開校式をfj う。
11/25 第 1 帝国議会召集。第一次経済恐慌起こり、経済界不況。 llir'i貿易研究所のiill常は、生徒他
の病布、統Ill と財政慾が if(な旬、精は資金繰りのために後事を彼m －に任せて対［lij 、 12/28 に金仰の
＂＇に・＼数「だけであったと云う” i：海業主手堂のい/fl を併りて資金繰りを為すれこの間に生徒に!fdJ
tTIが生じ、去りたいとふう古ー約 30 れに退学を命ず。 11 帯老会揚子江中流域で暴動。
1a91 I 24 I 5大言幹事件（ロシア皇太子大津で警備の巡査に切り付けられる）。
1s92 I 25 I 2第 2回総選挙（怪方内閣の選挙大干渉） 5第 3議会召集．選挙干渉開責決議案可決。娘泳、 f治JJヰ
通区海総覧J の編成に1v1 r，、 an に刊行（2000 アに及ぶ）。夏、目F ~会の騒j雪、 1れ［－{ll'でお微を憎
め、おii'i:1干.11;1lifiの伐Ii'/外人が難を避けて u毎にtli ：！： る。 l：侮伝Ii'／外人協議し、 Ji.\i)j 巨まを組織し自ii え
ようと決定u 研究所の1t1.廷にも参}JI)を求めるρ 研究所は参加を断るけ：：ft会の札が I：百年にまで占えば
ない.，~を｛革るいしていたからではあるが、外！斗人からは好 g会に通じてL 、るのではないかとぷう疑念
さえ僚かれるに及んで、 ー ,I｝を義!Ii隊長にillって、初究／~run＼ぷを，l、寸 c 、かえって研究所に対す
る信頼が深まって、必新聞が、 Fしあり Jをある態度を'ftt＇（したο
1s9a I 26 I 2 衆縫院、内閣弾劾上奏案を可決白政府と議会の和衷協同を求める詔書0 5 防毅令問題、朝鮮政府賠
償支払いで妥結。 611/r't貿易研究所は約 8 ヵ年の術修を終えて 89 t'，の卒業生を送り Ii\ L. 閉鎖され
る r,;1時に lli自衛ぷ陳列所を起す。卒業生はここで:.t符を為す。精はJ.li}jilfi術協会の設立を企問。
10 大日本泌会結成（大井憲太郎ら、内地雑居反対、条約働行を提唱） 11 対外硬運動活発化。
1894 I 21 I 3 朝鮮で東学党蜂起。（～6、甲午農民験争）。 6 日清岡園、相互に朝鮮出兵を通告。 G/6 J}!J；〔錦別的
に於て対外側派大慾脱会rmmio 来月：協会は委員を側鮮に派ill して実的を 11 殺する・，下に決し、制;,f,:11
けすがその委u；こ選lまれたU 6/12 J3[、悩牛： ~l l将i士約ε 会って防uaに対処寸ーる ｝j!ll}を協議したとよ主う，
7/16 日英通商航海条約調印。第一次条約改正（法権の回復）。 7/23 日本軍、朝鮮至宮を占領。 7/25
日本緩隊、豊島沖で清国鑑を攻態。 lt,\:-js二日 l特など n 牛；から 11: J：を動n して，1王を起す・停をu11南”その
絶大将に統尼精を考えてし、た、とぷう‘. （朝鮮11司是大令！袋入 8/1 清国に宜織布告（～95 年4月、日
清験争）。 9 大本営を広島に移す。黄海海戦。 9/29 給、「年ti,'/必見j (/) i在刊の p~，；：を幣えーて京都lに飽
もる，， 11 旅順占領。 12 料、 f主怜＇i'.lJ: r;.!,J に対寸；：，t,rnH たて.＇｝に符えるゐの干'!l.'i院を (i,J立I (;j~ }j大，J／：.’,.-iig
f宮j)ι
1sss I 28 I 2威海衛占領、清国北洋経隊降伏。 3李鴻章来日、下関講和会議開催。 3/15 「対ii'i"弁安 j ',f'.j (, 4/17 日清講和条約（下関条約）調印。 4/23 三因子渉｛露独仏3園、遼東半島還付を要求。 9/12 「対i,'/ilfi
尚芯見守~ ｷJ 1efi,, 10 日本箪、ソウルで大院震を擁してクーデタ一、関妃を殺害。 11 遼東半島還付
条約調印｛還付報償金300 0万両｝。
1896 I 29 I I 1：海に赴き的凶の’·x怖を悦京、人；＇（fl （車1，と会1袋、飲.il］を交ける， 2 対l叫後山政院ぷnなどに淡，i覚。
8 衛官nuえび1rw1必浴品、1伐の II (r-1で鹿児山・王立正択を絞て台湾lこ fi,Jかう， 9 f，」tに去り 1111術協会をfi!J 心叶
台市主り jy;j/JJ品、 JfJ'.Jflj 、悩州、汗泌を ii;;院せん E L て. 1.J:11¥ f返し J.:t 、 1/11に ！.I.'.死病（ベスト）にnr














































ヲ去ラス、ガノ所謂ル公法ハ 列国／権利ヲ保全スル典常トハイヘトモ、大国／利ヲ争フヤ、己ニ利アレハ、公法ヲ執へテ動カサス 若シ不利ナレハ、翻スニ兵威ヲ以テス ヨリ常守アルナシ、小国ハ孜マトシテ辞令ト公理トヲ省顧シ、敢テ越エ 以テ自主ノ権ヲ保セント勉ムルモ 其簸弄凌侮（信号ヲ
hqt
・？ぷ・権
謀術数）／政略ニアタレハ、殆ト白主ス 能ハサルニ乏ルコ卜、母（つね） 之アリ、固定ヲ以 抽陣織シ、一度ハ図カヲ振興シ、一国対当／権以テ、外交スヘキ国ト ヲント 愛国心ヲ奮溺スル、数十年ヲ積テ、道二近年ニ玄 揖棋｛わずか）ニ其蛍ミ 途シタ 只各国台 三／権ヲ金タスルノ志願ニス サ ナリ、然ルニ各国ハ、ミナ当函／兵ヲ四境ニ園周ヒタル跡ヲ以テ浸（みだ
q）ニ僧悉シ、軍略ヲ喜ヒ、人ノ国
















































































































































































I 巻 明捨年; の 易み
にま当ら
1. 日本は西南戦争以降（遺飲使節たちによって、務閥勢力争いによって〉、当初の経新の精神を失った。
天は幸人
Z楢沢諭吉の云いたい所は「学問のす弘めJ の冒頭議事分ではない。福沢の嫡搬なことばが、当時から今日に
至るまでの日本人の心を、節度の無い欧米化に向かわせた。
3.東方斎荒尾絡先生は西郷隆盛と心を同じくし（道義外交、礼譲外交）、本然の日本人、本然の緩舗の精神を
貫こうとしていた。
4.私たち日本人は、孫文が神戸での講演（大アジア主義〉の中で問いかけた『日本は世界文化に対しての西
方覇道の番犬となるか、東方王道の千織となるを欲するか？」と云うことばに答えなければならない．勿
論、玉遣を歩むべきであり、荒尾精神を汲む震知大学は、その魁となって活固される事を希求する。
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